
　質問１ デュースになった時のノーアドバンテージのコールですが、以前講習会で40オールというコールは

無いと聞いたのですが草トーや普段のゲームの時  ほとんどの人が40オールというコールをしています   

これはローカルルールとして認められるのでしょうか？  女子連の試合の時はどうでしょうか？

【答】ノーアドのコールは、「デュース、ディサイディングポイント、レシーバーズチョイス」です。

40オールではありません。コールの言葉を間違えたからとペナルティなどはありません。

セルフジャッジの時は、正式なコールは長いので言いにくかったら、「デュース、１本です」「デュース、どちらのレシーブですか？」

と言えば、お互いノーアドの確認にもなります。

正式なノーアドのコールを知らない選手が多いので、女子連の試合では浸透していくようにしていただければと思います。

　質問２ 審判（SCU）がついている試合で、ボールが入ってきたり持ち物を落としたりした時は、審判（SCU）しか

レットをかけることはできないのか？

【答】審判（主審・SCU）がついている試合では、審判しかレットはかけられません。選手がかけると失点になります。

　質問３ ウェアのルールについて、テニスのウェアやレギンスはロゴマークが規定サイズ以下でも

テニスのメーカー以外はダメなのか、手作りのウェアはどうかなど、曖昧なことが多いのできちんと知りたい

また、ウェアの規定違反が試合前に発覚した時と、ゲームの途中で発覚した時の対応の仕方や

対応の違いなどを詳しく知りたいです。

【答】テニスのメーカー以外でも、スポーツに適するウェアで、規定内のロゴならOKです。

個人のハンドメイドのウェアでも、規定外のロゴがなかったらOKです。

ウェアの規定違反が試合前に発覚したら、レフェリーに連絡しウェアの着替えを促したりします。

ゲーム途中で気づいたら、レフェリーに連絡し、選手には試合終了後に注意します。

試合途中で選手には声をかけません。

　質問４ 試合の中断は、本来ならばポイントの切りのいいところで中断だと思いますが、あまりにも雷が近くで鳴って

危なかったので、ファーストサーブ（フォルト）を打ったところで急遽中断になりました。

20分近く中断したので、プラクティス後、セカンドサーブから始めてくださいとロービングに指示されセカンドサーブ

から始めたのですが、これは正しかったのでしょうか？

【答】不可抗力な理由での中断で、選手には非がありません。時間がたっていますのでファーストサーブからになります。

　質問５ タイブレークの時に、同じ人が間違えて3回連続でサーブを打ってしまいました。

どう修正したらいいかわからず、3回目のサーブのポイントをなかったことにしたのですが、正しい訂正の仕方

を教えていただきたいです

【答】ポイントがなかったことになることはありません。

ポイント中に何らかの間違いや妨害があっても、ポイントが終了したらポイントが成立します。

この場合、３本目のサーブは相手選手のものですね。相手はあと１本サーブが残ってるので、それを打ちます。

その次は自分（達）のサーブ２本で順番通りに戻ります。

タイブレークは持ちサーブ２本ずつで、１本の間違いで気づいたら、正しいサーバーに戻り１本サーブします。

その次は相手選手（チーム）が２本。元通りの順番になります。

順番を間違えられた選手は、本来２本のサーブを１本しか打てませんが、お互い間違えたので仕方ありません。
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